
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

 

平成２４年５月３０日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）： 

本研究では、蓄積された診療情報を用いた類似診療情報検索システムの実現を目指した。(1) 類

似症例を発見することで自動DPCコーディングを行う自動DPCコーディングアルゴリズムの

開発を行い、従来の結果に比べ高精度なアルゴリズムを開発した。 (2) 画像診断レポートの画

像タグ情報を利用した類似症例検索システムの開発を行った。(3) 類似の診療情報を紡ぐこと

で臨床知識獲得のための仮説発見を支援するシステムを構築し、有用性を確認した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

In this study, we developed retrieval systems for similar medical records using 

accumulated medical information. (1) We developed and evaluated a method of selecting 

accurate DPC codes by finding similar cases. The study confirmed the feasibility of 

automatic DPC code selection through machine learning methods. (2) A similar case 

retrieval exploiting meta-information was realized by giving meta-information of 

anatomical positions. (3) The authors developed a support system for finding hypotheses 

about clinical knowledge by narrowing based on similar medical information. 
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１．研究開始当初の背景 

医療分野では情報技術の適応による診療の
効率化や医療の質の向上が期待されている。
しかしながら、十分な情報技術の活用が行え
ていないという認識が一般的であり、2009

年に策定された i-Japan 戦略 2015 において
も三大重点分野の 1 つとして、医療・健康分
野が挙げられていた。京都大学医学部附属病
院でも電子カルテを用いた診療が行われて
いるが、蓄積された診療情報の利用がほとん
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どなされていない。 

医師が診療を行う際に、他の似た症例の患者
の診療情報を参照することができれば、診療
の質を向上させることができると考えられ
る。そのため、効率的な類似診療情報検索シ
ステムは診療業務の効率化のために有用で
ある。そこで、以前に我々は診療文書の特徴
を利用した類似診療文書検索システムの提
案を行い、医療に特化した効率的な検索シス
テムの実現可能性に関して前向きな結果を
得た。但し、その際には診療文書のみを解析
の対象として検索を行っていた。診療情報は
診療文書の他にも、検査データや処置データ
といった様々な情報を含むため、これらを解
析の対象として利用できれば、検索精度の向
上が見込まれる。 

 

２．研究の目的 

医師による診療の質の向上のため、類似診療
情報検索システムを構築することを目的と
する。診療情報は診療文書、検査データ、処
置データ等からなる。診療文書の解析を行う
ツールとして我々が以前に提案した診療文
書の構造を利用した類似診療文書検索技術
を利用する。また、検査データや処置データ
の解析を行うため、サポートベクターマシン
を始めとする各種データマイニング技術を
応用する。そして、これらの解析結果を組み
合わせることによって、効率的な類似診療情
報検索を行うための手法の確立を目指す。具
体的な取り組み項目を以下に挙げる。 

 

３．研究の方法 

診療文書の構造を利用した類似診療文書検
索技術に組み合わせる検査データ・処置デー
タからの類似性算出手法の開発を行う。検査
データに関しては、前述したように単純に数
値の近さでは類似性が測れないこともある。
そこで、まず正常値・異常値といった情報を
基に類似度を測定する。その上で、重要な検
査データに絞り、正常値における、あるいは、
異常値における数値の近さに意味があるか
分析し、類似度の測定に組み込むことを試み
る。また、処置データに関しては、各処置デ
ータの関連性をデータマイニングツールで
分析し、分析結果を基に類似性を算出する。 
続いて、診療文書の構造を利用した類似診療
文書検索技術に検査データ・処置データから
の類似性算出手法組み合わせ類似診療情報
検索システムを構築する。 
 
４．研究成果 
(1) 類似診療情報検索システムの中心のア
ルゴリズムになりうる自動 DPCコーディング
アルゴリズムの開発を行った。DPC コードは
主傷病に加えて、副傷病や処置等を表すコー
ドである。2010 年現在、1334 の病院等にお

いて DPCコードが診療報酬の決定に用いられ
ている。DPC 対象病院において各症例の診療
報酬は 1つの DPCコードから決定されるため、
各症例を 1つの DPCコードに割り当てなけれ
ばならない。しかし、患者は多様な容態を示
すため、1 つの DPC コードに割り当てること
は困難である。そこで、機械学習による自動
DPC コーディングの可能性の検討が行われて
いる。これまでに、Suzukiらは退院時サマリ
を解析対象としてベクトル空間法を用いた
自動 DPC コーディングを試みた。しかし、ベ
クトル空間法以外にも一般的な機械学習手
法は複数存在し、自動 DPCコーディングの精
度向上のために他の機械学習手法を網羅的
に検討する必要がある。そのため、我々は同
じく退院時サマリを解析対象とし、一般的な
機械学習手法であるナイーブ・ベイズ法、SVM、
概念ベース法、さらに、既存研究で用いられ
たベクトル空間法と異なるベクトル空間法
（平均ベクトル空間法）を用いて自動 DPC コ
ーディングを行い、それらの精度の比較を行
った。また、我々は自動 DPC コーディングに
おいて各々の機械学習手法に特徴があるこ
とに注目し、各機械学習手法が分類の根拠と
しているそれぞれの分類スコアから分類結
果に対する各機械学習手法の確信度を推定
し、確信度の最も高い結果を選択する方法、
すなわち、確信度の最大化に基づいて複数の
機械学習手法を統合する手法試みた。そして、
それらの精度の比較を 2008 年度に京都大学
医学部附属病院において作成された退院時
サマリを用いて行った。その結果、Suzukiら
が用いたベクトル空間法では 64.8%の症例が
正解 DPC コードに割り当てられたのに対し、
SVM では 72.2%の症例が正解 DPC コードに割
り当てられた。また、統合手法では 76.1%の
症例が正解 DPC コードに割り当てられた。結
果として、大幅な精度の向上を達成した。 
また、入院中に行われる処置の特徴として、
手術などの特徴的な処置は入院初期に行わ
れる、また、段階的に処置が行われるという
特徴があると考えられる。そのため、入院初
期に行われた処置から自動 DPCコーディング
を行うことで、効率的なコーディングが可能
であると思われる。さらに、入院初期までの
データを分類する時に、入院後期でしか行わ
れない処置を含む教師データで学習したモ
デルを用いることは適切ではないと思われ
る。そこで、本研究では、入院期間に応じた
自動 DPC コーディングの精度を評価する。結
果として、さらに精度を向上させることに成
功した。 
 
(2) 画像診断レポートは、基本的に画像のも
つ情報と記述されたテキスト情報の組み合
わせでひとつの情報であるといえる。しかし、
これらの情報を結びつけてレポート情報を



 

 

再利用する方策はまだ採られていない。 
我々は、レポート情報のより有効な再利用と
類似症例検索への適応を目指し、画像情報の
メタ情報およびアノテーション情報を利用
する方法論を構築した。その上で、これを類
似症例検索に利用するシステムの構築を試
みた。 
具体的には、シェーマに対してどのようなシ
ェーマなのかというメタ情報、および紙媒体
のレポートで行われていたある文章が指し
示す位置（座標）情報が入力可能で、かつそ
れらの情報も加味した類似症例検索が可能
なシステムを構築し、実際のレポート情報を
入力して有用性を検証した。 
 
(3) 診療情報を用いた、臨床知識獲得のため
の仮説発見を支援するシステムを構築し、構
築システムの評価を行う。構築システムは検
索対象となる診療情報全体、および、検索に
より絞り込まれた診療情報を俯瞰的に提示
する。ユーザは提示された情報を用いて診療
情報を絞り込むことができる。これら「シス
テムによる俯瞰的な診療情報の提示」と「提
示された情報を用いたユーザによる診療情
報の絞り込み」によりインタラクティブな検
索が実現される。インタラクティブな検索に
よって、診療情報の絞り込みに用いるクエリ
の生成を支援し、ユーザの求める仮説の発見
を支援する。 
本研究では、退院時サマリ、血液検査情報、
病名情報、および、処置・手術・処方の医事
情報といった診療情報をユーザに俯瞰的に
提示することで、臨床的な知識に繋がる仮説
の発見を支援するシステムの構築を行った。
まず、症例集合が持つ診療情報を集計し、集
計結果をスニペット・グラフ・タグクラウド
によって俯瞰的に提示することで、ユーザの
曖昧な臨床知識に対する仮説を明確化する
支援を行った。次に、ユーザが提示情報をも
とに検索条件を追加できるようにし、インタ
ラクティブな検索によって症例集合を自身
の要求を的確に満たす症例集合に絞り込む
ことができる仕組みを構築した。 
構築システムを医師に利用してもらうこと
で構築システムの情報提示に対する有用性
の検証と臨床知識に繋がる仮説発見支援の
可能性の検証を行った。医師の評価より、ユ
ーザが明確な要求を持っていない場合に、網
羅的な情報提示が新たなクエリを決める助
けとなることがわかった。また、診療情報を
俯瞰的に見ることができ、直感的にも分かり
やすく面白いため、診療情報を見ること自体
に興味を持ちやすくなるという評価が得ら
れた。これらの評価により、構築システムは
臨床知識の獲得に繋がる仮説発見支援に有
用であること考えられる。 
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